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任意の合併協議会を
立ち上げ 　東近江地域における市町村合併については、合併協議会の廃止等白紙に戻るなか、各市町

がそれぞれ原点に立ち戻り、再度市町村合併について検討する状況になっていました。
　八日市市、永源寺町、五個荘町、愛東町及び湖東町においては、合併の必要性を再認識し、
「市町村の合併の特例に関する法律」の期限（平成17年3月31日）内での実現を目指すという
考えのもとに、先ず1市4町の議会間を中心に合併の枠組みや取り組みについての協議が進め
られ、これを受けて行政と議会による合併に向けた検討の場が設けられました。
　この検討の場において、各市町とも、この1市4町が日常の行動を共にする生活圏域でもあ
り、同じ思いを保有しながら、無理なく自然な流れのなかで形成された枠組みで、かつ限られ
た期限内の合併が実現可能な枠組みであるという共通認識を持つに至りました。
　これを受け、首長と議会代表による合併検討会を設置し、合併協議会の設置に向けた具体
的な協議を進めてきました。また事務レベルにおいても検討会を設け、1市4町から職員派遣
を行いながら、合併協議に向けた諸準備や協議会設置に先立ち事前の事務事業調整などを
進めてきました。
　なお、蒲生町においては、この枠組みに参加するかどうかは、内外の情勢を踏まえたうえで5
月中を目途に判断される予定であり、この結果により今後参加される場合もあります。
 

5月15日㈭、1市4町の本格的な合併協議に向
け、まず任意の合併協議会が設置されました。
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第 1回合併検討協議会の報告

　５月１５日㈭、八日市商工会議所において、任意の合併協議会である第1
回八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町合併検討協議会が開催
されました。
　はじめに１市４町の市町長からあいさつがあり、会長から協議会委員へ
委嘱状が交付されました。
　委員の紹介後、協議会設立までの経過や協議会規約等が報告。事業計
画や予算、新市まちづくり計画（将来構想）などの議案が審議されました。
　また、第２回協議会で協議する３つの事項について提案されました。
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委員を代表して、湖東町 廣田綾子さんに
委嘱状が交付されました。
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五個荘町

八日市市

湖東町

愛東町 永源寺町

湖東町長　宮部 庄七

　地方分権の到来や今後の行財政
運営を考えたとき、市町村合併は避

けて通れない課題です。このような中
で、日常生活圏を共有する市町で合併の協議が
始められることは大変意義深いことです。
　これからはじまる協議とは、この地域の未来の
まちづくりを共に考えることです。お互いを尊重
し合いながら、21世紀の新しい希望の持てるま
ちづくりが達成できますよう、住民の皆様のご支
援とご理解をよろしくお願い申し上げます。

愛東町長　権並 清

　市町村合併は、構造改革と地方
分権という二つの課題を解決する

ための有効な手段です。
　なかでも、地方分権は、今まで国がもってい
た権限や事務を地方自治体に移して、自己決
定･自己責任のもとに住民サービスを行ってい
こうとするものです。
　一方でその受け皿である市町村は足腰が強
い体質になることが求められています。そのた
め、今、全国で平成の大合併の動きが広がって
います。
　愛東町としましても、合併は避けて通れない
道であると考え、八日市市を生活圏域とする
市町が新たなまちづくりの夢を描き、その実現
のため、住民と行政が共に協力しあって未来の
一歩を歩みだしていくことが大切です。それぞ
れのまちが合併によってさらに輝くよう、住民
の皆さんと共に考え、推進していきたいと考え
ています。

永源寺町長  久田 元一郎

　平成の市町村合併は、小さ
な自治体が今日まで苦労して

取り組んできた地方自治の権限を、
大きく広げるまたとないチャンスと受け止
め、積極的に取り組んで参りました。最低で
も十万人の人口の市でありたいとの願い
から、八日市市を中心に近隣の町が相談し
て、将来の東近江の市づくりの第一歩を踏
み出すことになります。各市町がお互いの
個性を尊重し、住民が共に支え合う協働の
新市づくりを目指したいと思います。
　新しい枠組みについては、町民の皆さん
のご理解が得られるよう、説明会と懇談会
を各所で開いてまいります。

八日市市長　中村 功一

　21世紀のまちづくりを考える
時市町村合併は避けて通れない

最重要課題であり、平成17年3月末の
合併特例法期限内に何としても合併を成就
させたいと考えています。
　今日までの取組みの中で合併協議の難し
さを痛感いたしました。今回の合併協議に際
し、お互いのまちを思いやり、それぞれのま
ちの歴史や文化を大切にしながら、お互いが
共通する新しいまちづくりのビジョンをもって
住民の皆さんと共に取り組んでまいりたいと
考えています。

合併へ ～ 私の思いを届けます

五個荘町長　前田 清子

　地方分権時代を迎え、社会情勢の変
化に対応するためには、行政の効率化を
図り、強い自治体をつくることが重要です。

　市町村合併はその手段の一つであり、お互いに
持っている地域の人材、歴史文化、産業等の資源を
活用し、新しい枠組みの中で、夢のあるまち、21世紀
の新しいまちづくりについて話し合いが行われること
は、非常に意義深いことです。
　今後は、地域の将来のあり方など、さまざまな課題
について協議されることとなりますが、地域の発展に
全身全霊を尽くす所存であり、住民の皆様方のご理
解とご協力をお願い申し上げます。



Information

項　　目 項　　目
1 合併の方式 4 広報広聴関係事業
2 合併の期日 5 姉妹都市、国際交流事業
3 新市の名称 6 コミュニティ施策
4 新市の事務所（市役所）の位置 7 人権対策関係事業
5 議会の議員の定数及び任期の取扱い 8 生活環境事業
6 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い 9 上・下水道事業
7 一般職の職員の身分の取扱い 10 高齢者福祉事業
8 特別職の身分の取扱い 11 介護保険事業
9 財産及び債務の取扱い 12 障害者福祉事業
10 地方税の取扱い 13 児童福祉事業
11 町名、字名の取扱い 14 病院（診療所）関係事業
12 慣行の取扱い 15 生活保護事業
13 一部事務組合等の取扱い 16 国民健康保険事業
14 条例、規則等の取扱い 17 保健衛生事業
15 組織及び事務機構の取扱い 18 建設関係事業
16 公共的団体等の取扱い 19 都市計画関係事業
17 使用料、手数料等の取扱い 20 農林水産関係事業
18 補助金、交付金等の取扱い 21 商工・観光・労政関係事業
19 各種事務事業の取扱い 22 学校教育事業
1 消防防災関係事業 23 社会教育事業
2 電算システム事業 24 その他協議が必要な事業
3 交通政策事業 20 新市まちづくり計画

●協議会で協議される項目（協定項目）

●第2回協議会開催のお知らせ

日時：平成15年5月29日㈭ 午後2時から
場所：永源寺町ふるさと文化体験学習館
傍聴：定員60名（予定）

●協議会は傍聴できます
　合併協議会は公開を原則としています。開催
場所により傍聴の定員が異なります。傍聴を希望さ
れる方は、午後1時から1時45分までに受付をしてく
ださい。
　なお、希望者が予定人数を越えた場合は、1時45分ま
でに受付された方を対象に抽選とさせていただきます。

●第3回協議会開催のお知らせ
日時：平成15年6月26日㈭ 午後2時から
場所：永源寺町産業会館（予定）
傍聴：定員40名（予定）

●ホームページ開設のお知らせ
八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町合併検討
協議会のホームページを開設しました。
協議会の内容や最新情報満載です。

ホームページアドレス
http://www.bcap.co.jp/
　　　　　　higashiomigappei/index.asp

会 長 中 村 功 一 八 日 市 市 長
副 会 長 久 田 元 一 郎 永 源 寺 町 長

前 田 清 子 五 個 荘 町 長
権 並 清 愛 東 町 長
宮 部 庄 七 湖 東 町 長

議 会 推 薦 松 下 修 治 八 日 市 市 議 会
髙 村 与 吉 八 日 市 市 議 会
吉 澤 克 美 永 源 寺 町 議 会
高 橋 辰 次 郎 永 源 寺 町 議 会
杉 山 忠 蔵 五 個 荘 町 議 会
西 村 實 五 個 荘 町 議 会
密 谷 要 一 郎 愛 東 町 議 会
植 田 茂 太 郎 愛 東 町 議 会
小 嶋 柳 太 郎 湖 東 町 議 会
西 澤 英 治 湖 東 町 議 会

学識経験者 織 田 直 文 京都橘女子大学文化政策学部教授
西 田 弘 滋賀県東近江地域振興局長

各市町推薦 椙 森 幸 子

八 日 市 市武 久 健 三
田 中 敏 彦
山 田 儀 左 衛 門
飯 尾 文 右 衛 門

永 源 寺 町市 田 重 太 郎
小 西 龍 二
疋 出 み ゑ 子
足 立 進

五 個 荘 町辻 裕 子
平 居 貞 夫
三 輪 高 裕
上 川 裕 子

愛 東 町川 瀬 重 雄
川 副 清 厚
清 水 雅 晴
植 田 善 夫

湖 東 町清 水 重 一
野 村 　 一
廣 田 綾 子

●協議会委員の皆さん
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